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定 例 会

　東伊豆町の地方創生の
取り組みに対して２者の
企業から寄附がありまし
た。

企業版ふるさと納税寄附金1Pickup

310万円

　　　第４回第４回
定例会定例会
定例会の
あらまし

　12月支給分から支給額な
どが拡充されます。

児童手当増額2Pickup

1,864万円

　接種費用に対する助成の期
限が近づき、子宮頸がんワク
チンの接種希望者が増加する
ため。

小児予防接種4Pickup

429万円

納税寄附金など増額
一般会計補正予算他を可決

企業版ふるさと
　令和６年第４回定例会を12月４日から５日までの
正予算、水道事業会計補正予算、条例改正を含む計８
議会改革特別委員会中間報告も行いました。

２日間の日程で開催し、令和６年度一般会計補正予算、特別会計補
件が提出され、審議の結果すべて原案どおり可決しました。また、

社会貢献
SDGs

地方創生

企業価値の向上 持続的な発展

寄附

PR

新たなパートナーシップの構築

　物価高騰による給食費の値
上げ分を引き続き町が負担
し、保護者の負担を減らしま
す。

給食費を応援3Pickup

210万円

空き家利活用5Pickup

　稲取・水下庵に照明を取り
付け、エアコンを設置します。

70万円

議　案　名 採決結果
山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

条例・規約の一部改正等

議案第52号　地域包括支援センターの人員及び運営に関する
基準を定める条例の全部改正

可決
（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第53号　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正

可決
（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第54号　静岡地方税滞納整理機構規約の変更 可決
（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

補正予算

議案第55号　令和６年度一般会計補正予算（第９号） 可決
（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第56号　令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第
３号）

可決
（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第57号　令和６年度介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決
（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第58号　令和６年度水道事業会計補正予算（第２号） 可決
（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮　問

諮問第２号　人権擁護委員候補者の推薦 可決
（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇  賛成　×  反対 ※議長は採決に加わらない　
※
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ここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたい 一 般 質 問

きれいなごみ置場に

Ｑ

Ａ
ごみステーションの場所及び設置数は
現在町内の508箇所に設置

利用しやすい育英奨学金に

Ｑ

Ａ
育英奨学金の活用強化を
広報や対象条件の緩和等を検討したい

　
　
基
金
を
設
置
し
て
も
、

利
用
さ
れ
て
い
な
い
事
業
も

あ
る
。
育
英
奨
学
金
に
お
い

て
、下
宿
生
の
生
活
費
は
12
万

円
超
、ま
た
東
京
で
の
ア
パ
ー

ト
等
は
８
～
10
万
円
を
超
え

る
。
学
問
の
志
の
あ
る
子
ど

も
を
支
援
す
る
、
ま
た
専
門

職
で
の
町
就
職
な
ど
に
猶
予

免
除
の
活
用
も
検
討
し
て
は
。

　
　
育
英
奨
学
金
は
大
学
で

月
３
万
円
・
入
学
時
50
万

円
、
高
校
・
専
門
学
校
で
は

月
２
万
円
・
入
学
時
20
万
円

と
な
り
、
５
～
10
年
で
返
還

す
る
。
令
和
６
年
度
は
支
給

者
は
２
人
、
返
還
者
は
５
人

で
あ
る
。
広
報
や
対
象
条

件
の
緩
和
な
ど
を
検
討
し
た

い
。
社
会
福
祉
基
金
に
つ
い

て
は
、
社
会
福
祉
の
充
実
の

た
め
に
設
置
し
、
福
祉
の
充

実
を
願
う
方
々
の
寄
附
を
積

み
立
て
て
い
る
。
今
後
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に

充
て
る
予
定
。
観
光
施
設
整

備
基
金
に
つ
い
て
は
、
今
後

入
湯
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い

増
額
が
図
れ
る
。
今
後
は
ソ

フ
ト
事
業
に
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
条
例
を
改
正
す
る
予

定
。

　
　
社
会
福
祉
基
金
は
施
設

だ
け
で
な
く
、
重
要
な
施
策

で
あ
る
ノ
ッ
カ
ル
や
移
動
支

援
、事
故
の
リ
ス
ク
を
軽
減
、

利
用
し
や
す
い
車
の
購
入
な

ど
に
使
っ
て
み
て
も
良
い
の

で
は
。

　
　
継
続
的
な
事
業
へ
の
活

用
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
み

た
い
。

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

　
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

場
所
及
び
設
置
数
の
見
直
し

の
考
え
は
。

　
　
設
置
箇
所
に
つ
い
て
は

町
内
会
、
近
隣
住
民
で
の
管

理
を
前
提
に
地
域
の
要
望
に

基
づ
い
て
い
る
。
新
た
な
設

置
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
近

隣
住
民
や
各
地
域
の
町
内
会

と
協
議
す
る
な
ど
、
管
理
体

制
が
整
え
ば
追
加
の
調
整
も

可
能
と
考
え
る
。

　
　
収
集
ル
ー
ト
及
び
収
集

回
数
の
見
直
し
の
考
え
は
。

　
　
現
状
特
に
は
考
え
て
い

な
い
が
、
場
所
及
び
設
置
数

の
見
直
し
が
あ
っ
た
場
合
に

Ｑ

Ａ
優しい町づくりにつながる挨拶や声掛けを
積極的に推進したい

　
　
町
全
体
で
挨
拶
の
声
掛

け
を
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
町
民
が
町
民
同
士
、
ま

た
は
観
光
客
に
挨
拶
を
し
た

り
、
声
を
掛
け
る
こ
と
は
本

当
に
大
切
で
こ
れ
か
ら
も
推

進
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

る
。
挨
拶
の
推
進
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性

化
を
図
り
、
豊
か
な
人
間
関

係
と
住
み
よ
い
生
活
環
境
を

築
く
と
と
も
に
、
防
犯
の
観

点
、
ま
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
や

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

関
係
人
口
、
移
住
者
を
増
や

す
と
い
う
面
に
お
い
て
も
重

要
。

　
　
観
光
客
が
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ

ク
を
持
っ
て
稲
取
駅
の
階
段

を
下
り
て
く
る
の
で
、
階
段

の
隅
に
ス
ロ
ー
プ
を
造
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　
ど
の
よ
う
な
対
応
が
と

れ
る
の
か
伊
豆
急
行
と
話
し

合
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

防犯の抑止力に効果を発揮
する防犯カメラ

Ｑ

Ａ
防犯カメラ設置の考えは
安全安心な町づくりには必要な設備であるとの認識だ

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

　
　
町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
状
況
の
把
握
は
。

　
　
民
間
事
業
者
や
個
人
宅

の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
状
況
は

民
間
の
事
案
で
あ
る
こ
と
か

ら
行
政
と
し
て
把
握
は
し
て

い
な
い
。
ま
た
、
下
田
警
察

署
で
も
同
様
。
一
方
、
役
場

を
は
じ
め
幼
稚
園
や
小
学
校

な
ど
の
公
共
施
設
の
設
置
状

況
は
し
っ
か
り
と
把
握
し
て

い
る
。

Ａ

　
　
把
握
し
て
い
な
い
民
間

等
へ
の
調
査
意
向
の
考
え
は
。

　
　
民
間
へ
の
調
査
は
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
町
が
実
施
す
る
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
の
考
え
は
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

事
件
や
事
故
等
の
解
決
に
力

を
発
揮
す
る
こ
と
や
社
会
的

弱
者
を
守
る
上
で
重
要
で
あ

る
と
の
考
え
の
一
方
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら

住
民
の
反
対
意
見
も
あ
る
。

さ
ら
に
運
用
面
や
管
理
面
、

責
任
の
所
在
や
導
入
維
持
費

用
の
問
題
、
自
治
体
ご
と
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
様
々
な
課

題
が
あ
る
の
も
事
実
な
の

で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が

ら
財
政
的
な
面
も
含
め
慎
重

な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ

山
やま

田
だ

　豪
ひで

彦
ひこ

議員

は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う

に
ル
ー
ト
の
変
更
は
行
う
事

と
な
る
。

　
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

多
言
語
表
記
の
看
板
を
設
置

す
る
考
え
は
。

　
　
既
に
ご
み
の
出
し
方
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
中
。

英
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
・
中
国

語・ネ
パ
ー
ル
語
の
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
設
置
や
外
国
人
を
雇

用
す
る
事
業
所
へ
の
配
布
に

よ
る
周
知
の
依
頼
等
、
活
用

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支

援
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
介
護
予
防
を
目
的
と
し

て
、
令
和
５
年
度
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
開
始

し
た
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
「
支
え
合
う
東
伊
豆
」
内

の
生
活
支
援
事
業
に
お
い
て

ご
み
出
し
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
５
年
度
は
、
４
件

20
回
の
実
績
が
あ
っ
た
。

そのほかの
そのほかの

質 問

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
必
要
不

可
欠
と
考
え
る
が

Ｑ
ス
マ
ホ
等
の
活
用
を
図
る
な
ど

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い

Ａ
人
間
ド
ッ
ク
補
助
制
度
の
改
善

を
Ｑ

後
期
高
齢
者
に
も
対
象
拡
大
を

図
る
た
め
に
検
討
し
た
い

Ａ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

声掛け声で町を明るく

Ａ Ｑ

そのほかの
そのほかの

質 問

高
校
生
の
通
学
費
の
助
成
を
考

え
る
べ
き
で
は

Ｑ
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
と
い
う

立
場
に
立
っ
た
上
で
全
体
的
に

俯
瞰
し
つ
つ
丁
寧
な
議
論
を
進

め
た
い

Ａ
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
制
度
の

検
討
状
況
は

Ｑ
来
年
度
か
ら
試
験
的
に
行
う
予

定
Ａ

　
　
　
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
学
習
）」
と
「
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
休
暇
）」
を
合

わ
せ
た
言
葉
で
、
児
童
生
徒
が

保
護
者
の
休
暇
に
合
わ
せ
て
学

校
を
休
ん
で
も
欠
席
扱
い
に
せ

ず
、
家
族
と
の
時
間
を
過
ご
し

な
が
ら
自
主
的
な
学
び
を
得
る

こ
と
を
推
奨
す
る
制
度
の
こ
と

そのほかの

質 問

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
検
討
を

Ｑ
制
度
設
計
を
考
え
た
い

Ａ

ＱＡ
　

Ａ Ｑ Ａ Ｑ

Ａ ＱＡ Ｑ

ＱＡ
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一 般 質 問

道路内民有地とは

Ｑ

Ａ
道路内民有地の取り扱いは
分筆・所有権移転登記等を可能な限り進める

　
　
道
路
内
民
有
地
の
現
状

は
。

　
　
全
国
的
な
問
題
と
し
て

認
識
し
て
い
る
。
町
内
の
現

状
は
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
。

　
　
道
路
内
民
有
地
の
固
定

資
産
税
の
課
税
状
況
及
び
徴

収
は
。

　
　
道
路
内
民
有
地
の
現
況

が
公
衆
用
道
路
で
あ
れ
ば
非

課
税
と
な
り
徴
収
は
し
て
い

鈴
すず

木
き

　伸
のぶ

和
かず

議員

な
い
。

　
　
町
が
道
路
内
民
有
地
の

未
登
記
の
存
在
を
判
明
し
た

場
合
の
対
応
は
。

　
　
状
況
を
み
て
、
適
切
な

対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Ｈ
Ｐ
な
ど
を
利
用
し
て
、
具

体
的
な
解
消
の
手
続
き
を
広

報
し
て
い
き
た
い
。

　
　
道
路
内
民
有
地
の
相
続

人
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
の
対
応
は
。

　
　
予
算
の
範
囲
内
で
分
筆・

登
記
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
継
続
的
な
事
業
と
し
て

未
登
記
民
有
地
の
所
有
権
移

転
登
記
等
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
考
え
は
。

　
　
未
登
記
の
解
消
手
続
き

を
Ｈ
Ｐ
等
で
提
示
し
、
可
能

な
限
り
進
め
て
い
き
た
い
。

圏域外への
救急搬送も多い

Ｑ

Ａ
賀茂医療圏外への救急搬送の状況は
伊東市民病院109人、順天堂大学病院46人である

須
す

佐
さ

　衛
まもる

議員

西
伊
豆
病
院
と
な
っ
て
い
て
、
町

は
運
営
費
を
５
２
５
万
円
負
担

し
て
い
る
。
し
か
し
伊
東
市
民

病
院
や
順
天
堂
大
学
病
院
へ
搬

送
さ
れ
る
割
合
も
少
な
く
な
い
。

ど
の
程
度
い
る
の
か
。

　
　
令
和
５
年
度
に
救
急
搬
送

さ
れ
た
町
民
は
６
０
７
人
で
、

そ
の
う
ち
伊
東
市
民
病
院
が

１
０
９
人
で
18
％
、
順
天
堂
大
学

病
院
は
46
人
で
７・６
％
だ
っ
た
。

　
　
賀
茂
圏
域
に
搬
送
さ
れ
た

数
と
比
べ
て
み
て
も
、
４
分
の

１
が
圏
域
外
へ
の
搬
送
で
あ
り
、

負
担
割
合
を
見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
搬
送
先
は
患
者
の
生
命
を

最
優
先
に
選
択
さ
れ
る
。
ま
た
、

第
二
次
救
急
医
療
運
営
費
負
担

金
は
賀
茂
圏
域
の
１
市
５
町
で

負
担
し
て
お
り
、
負
担
割
合
は
市

町
間
の
協
議
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る
。
ま
た
、
こ
の
負
担
金
は

圏
域
内
の
市
町
が
区
域
内
の
医

療
機
関
に
納
付
し
て
お
り
、
２

次
救
急
医
療
圏
以
外
へ
の
納
付

は
行
っ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に

順
天
堂
大
学
病
院
は
３
次
救
急

医
療
機
関
で
あ
り
、
静
岡
県
か

ら
救
急
医
療
に
対
す
る
運
営
費

負
担
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

　
　
２
次
医
療
圏
域
地
域
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
実
績
は
。

　
　
３
次
救
急
病
院
と
の
デ
ー

タ
の
や
り
取
り
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
行
う
も
の
で
、
死
亡
率
の

高
い
急
性
心
筋
梗
塞
等
へ
の
対

応
に
備
え
た
も
の
で
あ
る
。
町

内
で
は
ま
だ
実
績
が
な
い
。

Ｑ

ＡＱＡ

Ａ

そのほかの

質 問

二
拠
点
居
住
の
方
へ
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
発
行
は

Ｑ
二
拠
点
居
住
の
定
義
が
定
め
に

く
く
、
確
認
作
業
等
の
事
務
手

続
き
の
対
応
が
困
難

Ａ

　
　
本
来
、
賀
茂
医

療
圏
域
の
２
次
救
急

病
院
は
下
田
メ
デ
ィ

カ
ル
、
東
部
総
合
病

院
、
今
井
浜
病
院
、

Ｑ

Ａ ＱＡ Ｑ

ＱＱＡ Ａ

そのほかの

質 問

随
意
契
約
に
つ
い
て

Ｑ
地
方
自
治
法
施
行
令
及
び
町
契

約
規
則
に
基
づ
き
執
行
を
し
て

い
る
が
、
今
後
は
よ
り
一
層
透

明
性
を
高
め
、
理
由
等
の
説
明

責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
創
設
を
検
討
し

て
い
く

Ａ

ＱＡ

　現在、東伊豆町で進めて
いる生ごみの堆肥化事業に
おいて、旧アスド会館体育
館に設備の設置が完了した
が、それに伴い消防設備の
改修が必要となった。

304万円
旧アスド会館体育館消防設備改修工事1Pickup

　ごみ堆肥化事業で使用する廃棄物処理に関して新たに手
数料を設定する。

堆肥化事業開始に伴う条例の一部改正2Pickup

　　　第２回第２回
臨時会臨時会 堆肥化事業まもなく開始

　11月19日に第２回臨時会を開催し、一般会計補正予算、条
例の一部改正などを審議し、すべて原案どおり可決しました。 

ごみ堆肥化事業設備

ごみ堆肥化事業で使用する廃棄物 １キログラムにつき　７円

議　案　名 採決結果
山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

専決承認第８号　令和６年度一般会計補正予算（第７号） 可決
（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第50号　廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正 可決
（10：１） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ╳

議案第51号　令和６年度一般会計補正予算（第８号） 可決
（10：１） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 ╳ 〇 〇 〇

〇  賛成　×  反対 ※議長は採決に加わらない　
※
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議会改革特別委員会

議会改革特別委員会　中間報告書を提出

報 酬 等 審 議 会 の 開 催 を 打 診
　令和５年６月に改めて設置された議会改革特別委員
会では、左に掲げた４つの目標のうち、まず「議員定
数・議員報酬のあり方」「町民に開かれた議会のあり方」
を中心に協議・検討を進めてきました。
　「定数」と「報酬」については、それ
ぞれ別個に議論すべきものという考え方
に基づいて各々部会を設置し、「町民に
開かれた議会」については、広報・広聴
の視点から広報編集委員会において議論
を進めました。

■当町では平成15年４月に議員報酬を20％減額した。当時の社会情勢を鑑み２年間の時限
的措置として対処したが、結果として見直されることなく現在に至っている。なお、これ
は町長をはじめとする特別職の給与についても同様で見直しは行われていない。

■平成15年度、議員報酬210千円に対して大卒新規職員の給与は172千円・高卒のそれ
は 144千円であったが、令和６年度の議員報酬は168千円で、大卒の202千円・高卒の
171千円よりも低い。

■当町の議員報酬は近隣１市
５町及び県内の町の中で最
低水準。

■県内の町の議員報酬平均は
211千円であり、当町と比
較して＋43千円、率にして
126％となっている。

特
別
委
員
会
の
目
標

中間報告書は 
コチラ

町民に開かれた議会のあり方に町民に開かれた議会のあり方に
ついての調査・研究ついての調査・研究

ペーパーレス化をはじめとするペーパーレス化をはじめとする
ＤＸ推進のための調査・研究ＤＸ推進のための調査・研究

議員定数・議員報酬のあり方に議員定数・議員報酬のあり方に
ついての調査・研究ついての調査・研究

「立法機能「立法機能」」「監視機能「監視機能」」の強化をの強化を
図るための調査・研究図るための調査・研究

～～議員報酬の現状と比較～～議員報酬の現状と比較～～議員報酬の現状と比較～～議員報酬の現状と比較～～

※以下には報酬部会でまとめた議員報酬の現状と比較を簡単にまとめました。

■当町では27.6％にとどまっている首長
の月額給与に対する議員報酬の割合につ
いて、令和６年７月の全国町村議会議長
会の決議ではこれを市議会議員と同水準
の 47％を目指すとしている。仮に同水
準で計算すると議員報酬は286千円と
なり、現行水準から＋118千円、率に
しておよそ170％の増となる。

■人口１万から１万５千人規模の類似地方自
治体159団体における議員報酬の平均は
226千円であり、当町の168千円は159団
体中157位の水準である。ちなみに町村
長の給料は平均で754千円、当町のそれ 
は609千円で159位（最下位）となって
いる。

～～議員報酬の現状と比較～～議員報酬の現状と比較～～議員報酬の現状と比較～～議員報酬の現状と比較～～

〔協議結果〕〔協議結果〕
■平■平成成1155年に行われた報酬削減前の水準まで引き上げる年に行われた報酬削減前の水準まで引き上げる

ことが妥当と考える。ことが妥当と考える。
■■同年の引き下げ以降同年の引き下げ以降、、見直しがされていない町長・副町長見直しがされていない町長・副町長・・

教育長の給与についても同様に考えることが望ましい。教育長の給与についても同様に考えることが望ましい。
■上記２点につき、その妥当性について審議いただくため、■上記２点につき、その妥当性について審議いただくため、

東伊豆町特別職報酬等審議会の開催を求める。東伊豆町特別職報酬等審議会の開催を求める。

報酬等審議会の開催を要望し協議を継続 ～報酬部会～

　報酬部会では、まず現状分
析として近隣市町や県内の町、
また全国の類似団体における
議員報酬の状況を調査しまし
た。他にも首長や職員の給与
水準との比較や一般会計予
算に占める議会費の状況等、
様々な視点からの比較検討を
行った結果、右のような提言
をまとめるに至りました。

今後は引き続き「議員に求められる活動」の明確化・具体
化を議論の基盤とし、原価方式の基準による議員報酬の算
出等、適正な議員活動と議員報酬のあり方を継続して協議
していく予定です。

〔協議結果〕
■様々な団体と懇談をしながら題を吸い上げ、議会だより

に特集としてまとめていく。広報編集委員会に限らず範
囲を広げて活動することも念頭におく。

■令和７年３月を目途に「東伊豆町議会広報発行に関する
規程」を改廃し、広報広聴活動の根拠を明確化する。

住民の声を拾い特集記事を編集 ～広報編集委員会～

　広報編集委員会では、議会
だよりの編集に住民との対話
などの広報広聴活動を組み合
わせ、関心を持って読んでい
ただける誌面づくりを目指し
て取り組んでいきます。
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総務経済常任委員会文教厚生常任委員会

【富山県氷見市　コンバージョンによる庁舎移転】

感　想
　財政難の中で新たな庁舎を建設することは大変難しい課題ですが、氷見市はより良い市民
サービスの実現に向けて、３年間にわたる市民への丁寧な説明を通じ、理解を得て、新庁舎
建設を実現しました。
　公共施設の更新は大規模災害に備え、町民の生命を守るためにも必要です。率直な意見交
換を町民・行政・議会一丸となって進めていくべきであると感じました。

財政支出を抑えた市庁舎移転とノッカルを視察

体育館天井の白いテント幕

市民と関係する部署を集中配置

【富山県高岡市
「ノッカル中田」「公共交通空白地有償運送」の取り組み】

議員派遣結果報告は
コチラ

事業の概要
　旧市庁舎の老朽化や耐震性能不足、庁舎の分散配置等さ
まざまな問題を解決するため、７つの選択肢の中から閉校
となった旧県立高等学校の体育館と校舎棟の一部をコン
バージョンし、新しい市庁舎として整備しました。

解決した課題
・防災機能の強化
　（耐震性確保、アクセス向上、　　
　　駐車場不足解消等）
・市民の利便性が向上
　（分庁舎及び窓口部門を集約、　
　　他公的機関と隣接等）

感　想感　想  
　住民が主体となって運行する「市民協働型地域交通シ　住民が主体となって運行する「市民協働型地域交通シ
ステム」を導入し、骨格的公共交通を補完する取り組みステム」を導入し、骨格的公共交通を補完する取り組み
としてコミュニティ交通が確立されていました。合併後としてコミュニティ交通が確立されていました。合併後
の市内全域で公共交通が脆弱な地域５地区が、それぞれの市内全域で公共交通が脆弱な地域５地区が、それぞれ
の地域に合った運行形態で運営し、市は調整・補助といっの地域に合った運行形態で運営し、市は調整・補助といっ
た側面支援をしています。当町と同じ会社のシステムで運行している「ノッカル中田」にた側面支援をしています。当町と同じ会社のシステムで運行している「ノッカル中田」に
おいても、運行に関しては、住民が主体となり地域のニーズ把握、運行計画の作成・修正おいても、運行に関しては、住民が主体となり地域のニーズ把握、運行計画の作成・修正
をしていることから地域にとって利便性の高いものになっているようです。運転手の確保をしていることから地域にとって利便性の高いものになっているようです。運転手の確保
も地域が主体となって集めており、地域のニーズに対して不足が生じていません。も地域が主体となって集めており、地域のニーズに対して不足が生じていません。
　鉄軌道やバスといった既存の公共交通の維持・確保に努めながら、公共交通を補完する　鉄軌道やバスといった既存の公共交通の維持・確保に努めながら、公共交通を補完する
ための「市民協働型地域交通システム」の横展開には令和版の協働型体系として大いに参ための「市民協働型地域交通システム」の横展開には令和版の協働型体系として大いに参
考になりました。全国の見本となる高岡市のシステムを視察できたことで当町のノッカル考になりました。全国の見本となる高岡市のシステムを視察できたことで当町のノッカル
について再考する必要を強く感じたところです。について再考する必要を強く感じたところです。

保健推進委員の養成講座
　東村山市では、保健推進委員の養成講座（３回開催）、
研修会及び健康測定を行い、保健推進委員自身の健康
意識や知識の向上を図りながら各町内担当の保健師が
活動をサポートしています。

主な活動
・地域住民の健康づくりへの啓発：生活習慣病予防教
　室、ウォーキング等
・市の健康づくり関連の行事に対する参加協力
・健康づくり活動の個人・団体間の交流：交流会
・健康づくりに関する市との情報交換：会議参加等

地区活動
・骨密度測定　13町18会場で1513人参加　／　血管年齢測定　12町12会場で945人参加

感　想
　市民が健康づくり事業に主体的に参加する保健推進委員の取り組みは、当町のように担当
課職員ができる事業を一生懸命に取り組むという形とはまた違い、地域住民への健康づくり
の事業を広げていくためには重要な取り組みであると感じました。

健康づくり事業への市民参加の取り組みを視察

担当職員から説明を受ける

【東京都東村山市　健康づくりに関する取り組み】

コンバージョンとは
既存の建物を用途変更し再生させる 
建築手法のこと。

当町の福祉政策に関する調査や意見交換を実施
　文教厚生常任委員会では、町の高齢化率が47.3％となった現
状を踏まえ、町の福祉施策に何が不足しているのか調査するため
に、高齢者福祉・高齢者の生活などについて、所管事務調査を行っ
ています。
　これまでに担当課である健康づくり課からの施策の説明や町内

のケアマネジャーの皆様との意見交
換、老人クラブ連合会の皆様との懇
談、稲取ふれあいいきいきサロン見
学などを行いました。
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でいる「三宝縁」主催の「こどもおとな食堂」に伺っ
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を

表
す
漢
字
一
文
字
。
昨
年

は
『
金
』
だ
っ
た
が
、
町

に
と
っ
て
は
ど
ん
な
文
字

の
一
年
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
一

年
間
の
議
会
質
問
を
振
り
返
る

と
、
防
災
や
教
育
に
つ
い
て
の

質
問
が
多
か
っ
た
。
町
の
課
題

は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
町
を
目

指
す
の
か
、
そ
れ
に
対
し
ど
う

行
動
す
る
の
か
、
今
年
も
全
議

員
が
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
議
会
改
革
特
別
委
員
会

で
は
広
報
広
聴
を
最
重
要
課
題

と
し
た
。
て
い
ね
い
で
分
か
り

や
す
い
発
信
と
町
の
皆
さ
ん
の

声
を
聴
く
機
会
を
設
け
る
計
画

を
し
て
い
る
。
町
に
と
っ
て
の

年
末
の
漢
字
一
文
字
が
明
る
く

希
望
あ
る
漢
字
と
な
る
た
め
に
。 

（
栗
原
）

掲示板も見てね

　
元
三
宝
保
育
園
の
園
長

だ
っ
た
加
藤
淳
香
さ
ん
を
代

表
に
調
理
責
任
者
は
「
ク

ロ
ー
バ
ー
」
の
古
屋
修
司
さ

ん
が
務
め
て
い
ま
す
。
他
に

有
志
の
皆
さ
ん
、
稲
取
高
校

被
服
食
物
部
の
生
徒
や
先
生

も
加
わ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
縁
を
作
り
た
い
と
活
動
し

て
い
ま
す
。

代表の加藤淳香さん

︱
ど
ん
な
方
々
で
活
動
し
て

い
ま
す
か
。

皆さん楽しそうです

い
と
昨
年
か
ら
計
画
を
練
り
、

今
年
度
「
東
伊
豆
町
提
案
型

ま
ち
づ
く
り
補
助
金
」
の
認

定
を
受
け
、
孤
食
の
お
年
寄

り
や
子
ど
も
達
が
一
緒
に
食

事
が
で
き
る
よ
う
開
催
し
て

い
ま
す
。
毎
月
１
回
不
定
期

の
開
催
で
す
が
、
土
曜
日
の

18
時
か
ら
子
ど
も
１
０
０
円
、

大
人
２
０
０
円
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
今
回
も

１
０
０
人
前
後
の
町
民
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。メ
ニ
ュ
ー

は
、
豚
汁
う
ど
ん
、
黄
飯
の

お
に
ぎ
り
、
デ
ザ
ー
ト
の
バ

ブ
ル
ワ
ッ
フ
ル
と
心
も
体
も

温
ま
る
も
の
を
用
意
し
ま
し

た
。

本日のメニュー

　
ま
た
活
動
を
通
じ
て
フ
ー

ド
パ
ン
ト
リ
ー
事
業
（
規
格

外
の
野
菜
や
賞
味
期
限
が
近

づ
い
て
い
る
食
品
を
困
っ
て

い
る
人
へ
届
け
る
な
ど
の
活

動
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
主
に
近
所
や
稲
取

地
区
の
方
が
利
用
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
賛
同
者
を
増

や
し
て
町
内
の
各
地
区
で
開

催
し
、
町
を
明
る
く
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
他
の
活
動
と
し
て
は
、
芝

浦
工
大
の
学
生
に
無
料
で
宿

泊
し
て
も
ら
い
、
大
人
も
子

ど
も
も
集
ま
っ
て
一
人
で
悩

ま
ず
相
談
や
お
話
が
で
き
る

場
所
を
用
意
し
た
り
、
地
域

の
子
ど
も
へ
の
学
習
指
導
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
の
あ
り
方
が
変
わ
り

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
弁

当
で
済
ま
せ
る
事
が
気
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
手
作
り
の
温

か
い
手
料
理
を
振
る
舞
い
た

︱
今
日
は
楽
し
い
食
事
の
様

子
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ど
ん
な
思
い
で
開

催
し
て
い
ま
す
か
。


